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５
月

１
５

日
は

、
新

宮
市

「
千

穂
ヶ

峰
を

歩
く

会
」

の
お

手
伝

い
が

あ
っ

て
、

児
嶋

氏
さ

ん
主

の
モ

ノ
レ

ー
ル

屋
根

工
事

の
手

伝
い

が
出

来
な

い
為

、

せ
め

て
こ

の
日

持
経

宿
・

平
治

宿
の

志
納

金
回

収
と

点
検

巡
回

を
兼

ね
て

バ

イ
ク

で
一

人
出

向
い

た
。
 

朝
８

時
３

０
分

家
を

出
て

、
１

０
時

頃
池

郷
林

道
へ

入
る

。
ゲ

ー
ト

か
ら

１
．

７
～

１
．

８
㎞

地
点

で
倒

木
が

道
を

塞
い

で
い

て
バ

イ
ク

通
行

可
能

な

れ
ど

、
午

後
入

宿
す

る
梶

野
君

の
車

は
と

て
も

通
行

出
来

な
い

。
 

何
と

か
処

理
せ

ね
ば

の
思

い
で

伐
採

に
取

り
か

か
る

も
の

の
、

道
に

寝
て

い
る

状
態

で
な

く
５

～
６

ｍ
上

か
ら

斜
め

に
倒

れ
て

い
る

為
手

も
届

か
ず

、

た
と

え
チ

ェ
ン

ソ
ー

が
あ

っ
て

も
完

全
に

処
理

で
き

な
い

。
 

そ
の

上
、

生
木

で
木

に
ね

ば
り

気
あ

っ
て

、
そ

の
上

木
に

ト
ゲ

ま
で

あ
り

な
か

な
か

手
強

い
。
 

途
中

、
鋸

の
刃

が
抜

け
ず

、
と

う
と

う
刃

を
折

っ
て

し
ま

っ
た

。
残

っ
た

側
手

許
よ

り
の

１
５

㎝
鋸

で
約

１
時

間
悪

戦
苦

闘
の

末
、

な
ん

と
か

通
行

出

来
る

様
に

し
た

。
 

谷
川

に
沿

っ
て

通
行

す
る

事
と

な
る

の
で

要
注

意
で

あ
る

。
後

日
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
、

梯
子

持
参

で
処

理
が

必
要

だ
。
 

持
経

宿
到

着
後

直
ぐ

平
治

宿
へ

向
う

。
休

み
な

し
の

４
３

分
で

平
治

宿
着

。
 

志
納

金
三

五
，

五
０

０
円

回
収

と
小

屋
内

の
清

掃
と

片
付

け
を

済
ま

せ
、

外
に

出
て

小
屋

右
横

手
を

覗
く

と
木

が
倒

れ
込

ん
で

い
る

。
幹

回
り

４
０

㎝

の
ブ

ナ
の

木
の

枝
が

落
ち

た
様

だ
。

枝
と

言
っ

て
も

長
さ

５
～

６
ｍ

、
枝

回

り
は

太
い

所
で

１
５

㎝
位

あ
る

。
も

し
２

～
３

ｍ
手

前
だ

っ
た

ら
小

屋
を

直

撃
し

て
い

た
だ

ろ
う

。
こ

の
大

枝
も

処
理

が
必

要
だ

。
 

平
治

宿
の

帰
路

、
５

組
９

人
に

会
う

。
大

半
が

行
仙

宿
泊

り
と

の
事

で
あ

っ
た

。
 

こ
の

日
、
持

経
宿

で
五

五
，
四

０
０

円
の

志
納

金
を

回
収
( ２

度
目
) し

て
、

１
５

時
頃

に
下

山
し

た
。
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一
八

八
，

０
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０
円
() 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
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一
一

０
，

０
０

０
円
 

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
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治
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三

五
，

五
０

０
円
 

合合 合合
    
計計 計計
；
三
三
三

三
三
三

三
三
三

三
三
三
，， ，，
五五 五五
０
０

０
０

０
０

０
０
円円 円円
と

な
っ
た

。
 

宿
泊

単
価

２
，

０
０

０
円

で
割

る
と

１
６

６
人

が
利

用
し

た
事

と
な

る
。
 

 
尚

、
昨

年
は

、
こ

の
時

期
２

８
万

円
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

昨
年

比
約
 

２
０

％
増

加
し

て
い

る
。
 

  
今

回
の

山
行

で
は

、
 

一
、

持
経

宿
～

平
治

宿
間

は
、

新
芽

と
白

や
し

お
( 五

葉
つ

つ
じ
) で

至
福

の

時
を

過
ご

し
た

。
 

一
、

倒
木

２
本

も
在

っ
て

、
ま

め
な

巡
回

の
必

要
性

を
感

じ
た

。
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